感性を伸ばす造形教材の開発Ⅰ～オブジャとコラグラフの制作～ by 陣内 敦
—23—
Ⅰ　保育者養成と感性教育
１　はじめに
　筆者は保育者養成の教育課程において造形
教育に携わってきた。これまで感性教育の必
要性について講じてきたものの、教室内の授
業だけでは感性教育の具体的な成果を確認す
ることは難しいことも自認している。例えば
学生が拾い集めてきた自然物に彩色を加えて
いく課題においても、学生たちの感性が自然
の中でどのように働いているのか、これにつ
いて筆者は自身の想定の範囲内で学生を理解
してきたと回顧する。言い換えるならば、こ
れらの教材のねらいをそのまま成果として置
き換えてきてしまったのではないかという疑
問である。保育者養成においての感性教育の
成果を、どのようにして確認することができ
るか、これを本研究の問題として取り上げる
こととする。
２　保育者が感性を働かせることの重要性
　筆者は、感性とは五感を通して響かせる心
情であると理解している。五つの感覚による
心情の響きは、年齢と共に過去の記憶を織り
交ぜながら複雑化していく。この複雑化が調
和を持ちえた場合は、想像性豊かな感性であ
ると評され、調和を持ち得なかった場合や鈍
くなってしまった場合、貧しい感性とされる。
保育者にとって、子どもと共感しあうことは
重要な態度であり使命である。自然から受け
る新鮮な感覚を呼び覚ましながら、豊かな感
性を育む教育が求められるところである。
３　コラグラフにある造形要素
　造形は、保育５領域の中で「表現」の領域に
あり、保育者養成の教育課程においては「表現
造形」の科目名として在る。しかし、ここで
幼児が表現していく前の段階、すなわち感受
していくプロセスの重要性を再確認しなけれ
ばならない。幼児の中で、外界の様々な要素
が五感を通じて感受され認知されていく。こ
の受け入れられた要素と感受性そのものが材
料となり、表現につながってくる。すなわち、
感覚体験の重要性の問題が持ち上がってくる
のである。
　さて、本研究で用いるオブジェとコラグラ
フについて極めて簡単な説明をおこなわなけ
ればならない。オブジェは、「物」をできるだ
けそのままの形で用い表現していく造形方法
である。コラグラフという言葉はコラージュ
（貼る）とグラフ（版画）の合成語であり、これ
を複合させた描画方法である。この二つの造
形要素には、制作の第一段階に素材を収集し
てくるというプロセスが含まれ、この素朴か
つ直接的な手法によって表現におこなわれて
いくという特徴がある。
４　研究の目的と方法
　本研究では、保育者養成においての感性教
育の成果を、感覚体験や自然物を用いた制作
によって学生たちの感性がどのように働くか
を確認することを目的とする。
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　筆者の担当する専攻科保育専攻の２年次学
生が履修する「保育内容（表現造形）研究Ⅰ」と
「芸術論」の授業内で、感覚体験、オブジェと
コラグラフの制作、作品展示をおこない、そ
の成果確認を行った。
　尚、各授業の到達目標は以下の通りである。
「保育内容（表現造形）研究Ⅰ」の到達目標
①幼児の造形活動についての重要性を理解する
②幼児の造形活動を計画する方法を習得する
③幼児の造形活動を支える事前準備と環境設定につ
いて理解する
④幼児の造形活動に対する保育者の支援内容を習得
する
⑤保育の様々な活動を支える造形の役割を体験する
「芸術論」の到達目標
①芸術の領域と意義を考え、芸術と人間の関係を理
解する
②世界の美術史を学び、美術に関する見識を身につ
ける
③芸術鑑賞によって社会人としての感性を磨く
④子どもの造形について考察し、保育観を深める
⑤自主企画展の運営によって、プレゼンテーション
能力を高める
　これらの到達目標ならびに授業内容の一部
を連動させながら、本研究を実施した。
Ⅱ　感性を働かせる体験学習
１　感覚体験
　本授業では、少人数クラスの利点を活かし、
学外の自然体験を多く取り入れた。秋の野山
の散策と海辺における造形遊び等である。こ
こで、学生たちは余裕のある時間配分の中で、
まず自然に親しむ。幼児期の新鮮な感覚を取
り戻しているかのように、枯葉を拾い、土を
穿り、樹木の幹を触り、梢の揺れる音を聴き、
海の水面の光を見つめ、波を素足で蹴り、砂
を集め、貝殻を並べる。学生の表情からその
感覚を楽しんでいることが分かる。考えるこ
とを強要されない時間によって、学生たちの
心情はニュートラルな状態となり、自然を広
く感受することができてくる。
■自然遊具で遊び始める学生の様子
この後、砂浜で筆者は、学生たちに「自然から
感じたことをできるだけ素直に自然の中で表
現してみましょう」という課題を出した。特
に時間の制限は設けず、「日暮れ前に帰りたい
ので、出来上がったら教えてください」と付
け加え、やや遠くから見守った。学生たちは、
一人の時間を楽しみ始め、居心地のよい場所
に表現の場を求めていった。この表現方法は
インスタレーション（即興芸術）ということに
なる。制作をおこなう学生の様子は、一人遊
びをおこなう幼児と同じく五感を集中させな
がら、社会生活の中における言語とは異なる
言語によって自然と交信していくかのようで
あった。
■砂浜で制作を行う学生の様子
■制作例　石や漂流物を並べ鬼が島のようなものを表現した
次に、手の触覚を最も多用する陶芸の体験
をおこなった。手びねり、板づくり、ろくろ
成形によって陶器を制作した。粘土の触感は、
古代から親しんだものであり、人間はここに
安心感を覚え、癒し効果があることも知られ
ている。
■ろくろ成形をおこなっている様子
２　オブジェ制作
　前述した感覚体験活動の中で、自然物や漂
流物の収集をおこなった。これを教室に持ち
帰り、接着、着彩しながら作品化する。前の
インスタレーションにおける「並べる・重ねる」
から加工的な要素が加わった造形活動になっ
ており、室内制作の心理も加わって、自身が
社会的な存在であることからのメッセージが
込められた作品となっている。
■学生のオブジェ作品
３　コラグラフ制作
（１）原版制作
　厚紙（イラストレーションボード）に、葉っ
ぱや花片、タコ糸、リボン、布、羽等の厚み
の少ない素材を、木工用ボンドで接着し、一
晩重しをする。
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■コラージュ技法で作った原版
（２）原版加工
コラージュ技法で作られた原版に、インク
付けの際に分かりやすいよう白色スプレーを
かける。また版を強化するために、水性ニス
を２～３回塗布し、コーティングする。
■ニスでコーティングした原版
（３）インク着け
　一版一色刷りとなるため、インク色をその
作品のイメージと重なるよう慎重に選定し調
合する。インクは、エッチング（銅版）用イン
クをベースとするが、このままでは粘度が高
すぎるため油彩画用のリンシードオイルを混
ぜながら、粘度を下げる。このインクを最初
原版に均一に塗り込む。凹部にインクがいき
わたるよう布のタンポでしっかり塗り込む。
次に、別のタンポを用い、凸部のインクを拭
き取りながら、色の濃淡を出していく。
 （４）刷り
　プレス機に版をのせ、水分を含ませた版画
紙（アルデバラン）を被せる。さらに高圧力に
耐えられるようにフェルト布を二重に被せる。
■インクの乗った原版に版画紙を被せる
　凹部のインクを転写させるため、高い圧力
をかける。プレス機のハンドルを一定の速度
になるようにゆっくり回しながら刷り上げる。
紙を慎重に持ち上げ、乾燥棚で一週間程度乾
かす。
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■プレス機を回し、刷り上げていく
（５）コラグラフの完成
　学生のコラグラフ作品 Ⅲ　感性が伝えるメッセージ
１作品を通して学生が伝えようとしたものと
　培われた感性
　本授業で展開してきた感覚体験、コラージュ
の制作、コラグラフの制作によって感性の働
きの様子を見るために、学生たち自身にこれ
らの作品を発表する展覧会を企画・運営させる
ことにした。展覧会名は、「ナチュラルアート」
とされ、平成２５年１月１７日（木）～１月
２３日（木）の期間、長崎短期大学本館のガラ
ス張り通路に展示した。
■展示風景
　また、筆者のコラグラフ作品とアッサンブ
ラージュ作品（コラージュとオブジェの中間的
な表現形態）を賛助出品し、自然物を用いた表
現の広がりを示した。
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■左は筆者のアッサンブラージュ　右はコラグラフ
また、本展覧会のポスターには、学生たち
が自然について思索したことを踏まえながら、
それぞれのテーマで以下のように作文してい
る。
○自然と人間の関係
人間は自然から生かされている。人間が生き
ていく上で、自然は切っても切れない関係であ
る。しかし、自然は人間に対して時に残酷な場
合もある。２０１１年の東日本大震災では自然
の恐ろしさを痛感させられた。それでも自然と
の縁は切れることがない。恐ろしさを感じる反
面、自然に安らぎや楽しさを感じることもある。
自然が与えてくれる安らぎや楽しさに対して、
人間は自然に対して何かしてあげられているだ
ろうか。食をいただいている自然に感謝できて
いるだろうか。今では当たり前のように思って
いる人間が多いのではないだろうか。水に関し
ても、雨が降らなければ水はなくなってしまう。
一つ一つに感謝しなくてはならないと思う。
　今では、森林伐採が多くのところでされてい
る。木が無くなり、高層ビルが次々と増えてき
ている。自然がどんどん無くなってきていて、
自然物もあまり目にしないようになってきたと
感じる。
　今、自然への感謝の気持ちが欠けているので
はないかと思うことがある。自然なしでは生き
ていけない人間なのに、感謝を忘れずにいる人
はどれだけいるだろう。自然を大切にすること
で、ありがたさを感じることができるのではな
いだろうか。しかし、人間も自然を活かそうと
している場面もある。今までは捨てていたごみ
も、リサイクルすればまた新しいものが作られ
る。そういった場面は非常に喜ばしいことであ
る。自然が人間にくれたものはたくさんあるけ
れど、人間も自然がくれたもので何かできるこ
とがあるのではないかと思う。
　どんなに時が経っても、人間と自然の関係が
崩れることはない。これからもずっと切れるこ
とはなく、互いに必要不可欠な存在でい続けた
いと思う。
○自然を使う意味
普段、私たちは自然を意識して生活を送って
いるだろうか。雨や風の天候等、日常生活に係
わることを意識してはいても、道端に咲く小さ
な花に目を止める人はどれほどいるのだろう。
今回私たちは身近な環境にある自然物、例えば
落ち葉や貝殻や流木を作品作りに取り入れて、
自然と直に触れ合いながら造形活動を行ってき
た。自然物と触れ合うことで、落ち葉一枚でも
他と色合いや形が違うこと、貝殻の表面には年
輪のように成長してきたしるしがあること、砂
浜に打ち上げられた流木が手のひらに馴染むよ
うな触り心地がすること、様々なものを五感で
感じ取ることができた。また、自然物を造形の
材料として取り入れ、切ったり組み合わせたり
加工していく中で自然物の生態や仕組みに触れ
るきっかけになった。
　版画に植物を使ったりオブジェに貝殻を用い
たり身近な環境にある自然物を作品に取り入れ
ることで、作者の気持ちが作品を見る人の胸の
うちに訴え掛けるのではないか。自然素材のあ
りのままの形を活かして作品作りに用いること
によって、かけがえのない自然の美しさや大切
さを見る人に投げかけ伝えることができるので
はないか。私たちの作品を見て、改めて身近な
環境にある自然のことを考えて目を向けてもら
えたらのならば嬉しい。私たちの作品が、あな
たが自然に対して考えるきっかけに少しでもな
れたらと考えている。
○自然が与えるイメージ
私たちは日々自然の中で生き、何気なく生活
しているが、自然が与えるイメージとはなんだ
ろう。“自然”という言葉をイメージすると山や
川、草、木などを思い浮かべる。草や木が揺れ
ているのを見ると涼しい、清々しい気持ちが表
われ、空は青くてきれいだと感じる。天気、生物、
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木の色を通して四季を教えてくれ、風、雨など
で体に日々のことを教えてくれる。視覚、聴覚、
嗅覚、味覚、触覚の五感を自然はすべて私たち
に与えてくれているのだ。自然は私たちに自然
の素晴らしさを表わしてくれているのだ。
　雪が溶けたら春だと思うのも、日頃自然が気
付かないところで私たちに教えてくれているか
らだ。楽しい気持ち、悲しい気持ちなどすべて
の気持ちを受け止めてくれるのが自然である。
自然はお母さんのような存在だ。
　今回私たちは、学内や近くに出向き、自然の
ものを探してきた。毎日教室でこもって勉強し
ている私たちだが、ちょっと外を眺めてみると、
光が差し込んできて様々な感情があふれてくる。
悲しいとき、海に行くと「大丈夫」「がんばれ」と
言われているように感じ、いつも何気なく見て
いる葉っぱも人の顔に見えたりする。そんな自
然が与えてくれるイメージを３人は想像して２
つの作品を作ってみた。S は自然を通して、「人
間、全員が仲間、みんなで 1 つ」という世界平和
と、季節の風情を通して自然の大切さを伝えた
いと思って作った。T は自然を通して「やればで
きる！」という挑戦を、イメージして作った。M
は今の自分の心情を表現した。自分たちが表現
したことによって、自然が「みんな 1 つだよ！大
丈夫。君なら出来る！頑張ってね！」という気持
ちを、見ている人に与えているのではないかと
思う。自然は日々私たちに勇気を与えてくれて
いるのだ。
　また、学生たちは展覧会を振り返って学んだ
成果を下のように記している。
○ナチュラルアート展を振り返って
自然物を使った造形活動を行い、それらを展
示し、展覧会を運営する。今回運営した展覧会
は私たちにとって初めての試みであり、何もか
もが手探りで始まった展覧会だった。展示した
オブジェや版画を制作する際の材料となる、貝
殻や落ち葉、砂浜に打ち上げられたボールや流
木などは直接自分たちの手で拾い、自分の感性
のままに制作した。
　今回、オブジェや版画に身近な環境にある自
然物を取り入れた際に、貝殻や流木や落ち葉な
どの素材から色々なことを感じ取ることができ
た。貝殻や流木が打ち上げる海水により磨耗さ
れ、柔らかく手のひらに馴染むような触り心地
がすることや、落ち葉にも様々な色合いや形が
あることなどを、五感を通じて感じ取ることが
できた。自然物そのもののよさを生かして作品
の制作に取り組んできたが、作品を作る者の心
にはもちろん、作品を見る者の心にも感じるも
のがあったのではないだろうか。
　展示するにあたり、展覧会のタイトルを「ナ
チュラルアート」とした。ナチュラルアートは
自然物を使ったことにも由来するが、それだけ
でなく、自然物を取り入れた作品を見る者の心
に「自然に対する考え」や「自然に対する感謝」
を持ってもらうきっかけになると嬉しい、その
ような意味合いも込められている。また、自然
と人とは切っても切れない強い関係であり、そ
れはたとえどんなに月日が経とうと変わらない
ものである。そのことに気づいてはいるものの、
人は普段意識して考えようとはしていない。自
然に触れることで癒され、ときには勇気をもら
いながら私たちは生きているのである。自然物
を取り入れた造形活動によって得たこの経験は、
私たちにとってもかけがえのないものであった。
　本ナチュラルアート展は、観覧後のアンケー
トをおこなった。「作品を見て、どう感じられ
ましたか？感想をお願いします」という問いに
対して、以下の回答が寄せられた。
●「進め！！」M さんの作品は、大人の階段をのぼっ
ている感じ。一歩一歩迷いなく確実に歩んでいる
印象。
「絆」S さんの作品は野球ボールから地球をイメージ。
「松ぼっくりのサンタクロース」T さんの作品は、
サンタはいないが煙突からそびえる緑の木をつ
たって空からサンタが降りてくるイメージ。
●「進め！」の作品がとても好きです。かわいいな
と思いました。サンタさんがいたらもっと良かっ
たです。色使いがかわいらしくていいなと思いま
した。絆のテーマが最近らしいと思います。
●「温かくて優しい」です。
●感じたものを表現する力が素晴らしい。ないも
のを形にする。形に出来ることが素晴らしいと思
います。
●自然を持つ癒しを絵画、芸術の世界に取り入ら
れているところに落ち着きました。
●絆…日常生活、毎日の暮らしで自然に絆が結ば
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れているのではないかと感じさせられました。
松ぼっくりのサンタさん…色鮮やかで明るい世界
を感じました。小石をプレゼントの箱に見立てて
いるのがＧＯＯＤでした。
進め！！…冬眠から目覚めたねずみが元気よく外
の世界に飛び出しているイメージです。
全体的に落ち着く印象を持ちました。
●いつも私たちの周辺にある素材を使い創り上げ
た作品。考え方を変えてみれば素晴らしいものに
なりますね。
青い冬…冬の寒さの中でも花や動きが躍動的。
夜明け…広い緩い明を感じます。
輝き…落ち着いた何かの動き、何が始まるのかな？
●身近にあるものでこんなに素敵なもの ( 作品 ) が
出来るのですね。それぞれの感性がとても素晴ら
しいと思いました。
次に「あなたにとって自然とは何ですか？ま
た、私たち人間に出来ることを考えお答えく
ださい」という問いに対して、以下の回答が寄
せられた。
●人間の力では動かすことのできない「美」
●自然とは私のすべてです。
●普段は意識していないが、なにかのきっかけで
とても力をもらったり、温かい気持ちにさせてく
れる存在。( 元気の源 )
その一方で時には人間の力を超越した影響を与え
る存在。
私たちが出来る事は「共存」でしょうか？！
●自然とは“感じるもの”です。感性を大事にして
しっかり自然と向き合うことがまず出来ることで
はないでしょうか。そこからいろんな行動に広がっ
ていくのではと思います。
●“なくてはならないもの”であることは当然なの
ですが、私にとっては“癒し”です。自然を持つ美
しさと穏やかさが心のゆとりをもたらしてくれま
す。このような自然を守るために、火力・原子力エ
ネルギーの依存からの脱却や、もっと身近なとこ
ろで言えば、紙を無駄にしないことなどに取り組
んでいくべきだと考えます。
●身近にあるもの。私たちに恵みをもたらしてく
れるし、時として驚威にもなる存在。だからといっ
て恐れるものではなく、いつも隣にあり落ち着く
もの。これらの作品をみて特にそう思いました。
●自然は人間にとってとても大切な存在ではなく
てはならない存在。そっと触れることで自分の落
ち着きを取り戻せる存在。みんなで大切に守り傷
つけないよう自然の中で自分の生活を考えたい。
●ホッとする言葉、安心する場所、「無」で自分を
受け止めてくれる。自分を見つめなおすことので
きる空間。
　学生たちは、上記アンケートを集計した後、
次のような考察を残している。
アンケートに答えてくれた人は保育関
係の人が主であった。ぞれぞれの作品の
イメージ、ナチュラルアート展全体を見
て感じたことや、作品の素晴らしさが評
価される内容だった。また、自然とは何
か？という難しい質問に対し、「美」や「す
べて」、などの目には見えないが大切な存
在であることが分かった。私たちが出来
る事は、何か特別に作ったりなどの行動
をするのではなく、「共存」や、「自然と向
き合うこと」が大事ではないか。という声
が挙がった。
アンケート結果を集計して、私たち３
人が作品を通して伝えたかったことが伝
わっていたように感じる。「温かくて優し
い」「表現する力、ないものを形にする、
形に出来ることが素晴らしい」という感想
をもらうことが出来、大変良かったと思
う。自然とは何か？私たちに出来ること
は何か？それは一言で答えを出すことは
できない。しかし、すべての人が自然に
対し「かけがえない存在」ということは変
わりない。そして、その自然のために何
かを起こしたりすることはなかなか難し
い現実であるが、一人ひとりが自然の「大
切さ」を忘れず、自然がなくならないよう
考えることが一番大事だと思った。
感性を伸ばす造形教材の開発１　～オブジェとコラグラフの制作～
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２おわりに
　本研究において、自然物に触れる授業を通
して感性が働いていく様子を確認することが
できた。学生たちが企画した展覧会の中で、
自然物を用いた作品の展示と共に、学生たち
は自然について考え、語りかけることができ
た。一連の授業の目標である感性教育は、学
習の成果を得たと考えられる。学生たちは、
自然の美しさとありがたさを確認した。これ
は感覚が知性を伴いながらたどり着いた価値
観である。自然の美しさを子どもたちと共感
しあい、自然のありがたさを伝える、これは、
大切な幼児期を預かった保育者の大切な使命
である考える。
